
ア

集
井
な
ど
を
強
く
進
め
る
こ
と
だ
っ
た
。
吉
池
事
務
局
の
活
躍
で
ぁ

る
。
部
長
会
が
連
続
開
催
さ
れ
、
環
２
と
阪
神
高
速
道
路
の
現
地
調

査
や
南
区
星
崎
地
区
で
の
２
号
線
騒
音
公
開
テ
ス
ト
参
加
、
市
民
会

議
の
デ
モ
参
加
、
加
藤
光
治
西
山
学
区
政
協
力
委
員
長
と
の
懇
談
な

ど
が
相
つ
い
だ
。
風
船
揚
げ
調
査
の
中
間
ま
と
め
も
発
表
さ
れ
、
予

想
ど
お
り
、
排
ガ
ス
の
滞
留
や
逆
転
層
の
存
在
が
実
証
さ
れ
始
め
た
。

初
夏
に
は
藤
巻
町
を
空
中
か
ら
撮
影
、
こ
の
写
真
を
添
ぇ
て
石
原

環
境
庁
長
官
は
じ
め
関
係
当
局

へ
「
緑
を
守
れ
、
環
境
を
破
壊
す
る

な
」
の
要
望
書
を
提
出
、
本
山
市
長
、
篠
塚
県
副
知
事
と
も
会
幹
部

が
会
談
し
た
。
写
真
は
山
田
委
員
長
自
ら
が
撮
影
。

野
鳥
調
査
も
会
を
あ
げ
て
精
力
的
に
行
わ
れ
、
地
元
西
里
町
の
加

藤
光
之
自
治
会
長
、
名
東
区
長
加
藤
国

一
氏
と
の
懇
談
も
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
堀
田

―

円
上
間
の
２
号
線
着
工
阻
上
行
動
参
加
も
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
の
早
春
、
東
山
公
園
線
道
路
ワ
キ

（藤
巻
町
の
西
、

緑
橋
近
く
）
に
市
の
気
象
観
測
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
会

員
が
発
見

「
計
画
決
定
が
留
保
さ
れ
て
い
る
の
に
市
は
内
々
準
備
を

進
め
て
い
る
」
と
、
改
め
て
運
動
推
進
を
誓
い
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

第
五
回
総
会
が
行
わ
れ
た
の
は
十
月
十
六
日
。
風
船
揚
げ
、
野
鳥

調
査
を
は
じ
め
諸
活
動
が
報
告
さ
れ
、
新
役
員
と
し
て
会
長
、
委
員

長
は
早
川
、
山
田
両
氏
留
任
の
ま
ま
、
副
委
員
長
の
長
村
氏
と
新
し

い
六
部
長
が
承
認
さ
れ
た
。
交
渉
部
を
渉
外
部
と
改
名
。
全
体
に
や

や
簡
素
化

，
さ
れ
た
体
制
と
な
っ
た
。
席
上
、
筒
井
県
議
が

「
土
地
区

画
整
理
組
合
地
内
に
は
イ
ン
タ
ー
、
学
校
も
で
き
る
予
定
な
の
で
共

同
歩
調
を
」
本
谷
市
議
が

「
ォ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
の
話
が
あ
る
の
で

建
設
促
進
に
拍
車
が
か
か
る
か
も
」
と
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
っ
さ
れ
た
。

田
中
代
議
士
か
ら
も
激
励
電
報
が
届
い
た
。

十

一
月
に
は
筒
井
県
議
と
懇
談
。

「
広
域
活
動
の
必
要
と
代
案
用

意
」
の
助
言
を
受
け
、
暮
れ
に
は
市
計
画
局
、
東
山
ル
ー
ト

（
１
号

線
東
部
）
の
沿
線
各
団
体
と
話
し
合
い
を
持

っ
た
。
渡
辺
市
議
と
の

懇
談
で
は

「
学
区
の
問
題
と
な
る
よ
う
運
動
の
展
開
を
」
と
の
助
言

を
得
た
。

新
役
員
体
制
と
な
っ
た
直
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
８８
％
が

反
対

（賛
成
１

・
４
％
）
運
動
継
続
が
７８
％

（必
要
な
し
は
１

・
１

％
）
で
、
運
動
方
針
で
も
ぁ
る
不
偏
不
党
、
外
部
地
域

・
団
体
と
の

連
帯
強
化
、
陳
情
運
動
推
進
、
公
害
の
調
査
活
動
続
行
、　
マ
ス
コ
ミ

ヘ
の
訴
え
か
け
促
進
な
ど
が
大
き
く
支
持
さ
れ
た
。
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地下式高速道
の排気塔

大
気
中
に
逆
転
層

地
下
式
高
■
遺
路
の
排
気
塔
が
出
来
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
出
る
排
ガ
ス
が
気
流
に
乗

っ
て
隆
卜
、
滞
留
し
住
民
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
―
―
名
古
屋
市
名
東

区
懸
巻
断
の
住
民
で
績
繊
す
る

「
静
か
な
環
境
を
守
り
高
速
遭
発
に
反
対
す
る
会
」
（会
長

・
阜
川
文
嵌
名
城
大
教
授
）
は
、

一
年
間
に
わ
た
っ
て

タ
ヘ
リ
ウ
ム

■
船
″
を
飛
ば
す
■
自
の
気
流
調
査
を
行
い
、
こ
の
ほ
ど
こ
ん
な
見
解
を
ま
と
め
た
。
排
気
塔
か
ら
の
排
ガ
ス
の
影
響
予
想
調
査
は
名
古
屋
高
速
薫
路
公
社
の

手
で
も
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
行
政
側
の
調
査
に
先
行
す
る
住
民
調
査
の
結
果
は
保
留
さ
れ
て
い
る
高
速
１
号
線
の
ル
ー
ト
決
定
に
波
紋
を
起
こ
し
そ
う
だ
。

■
号
線
ル
ー
ト
決
定
に
波
紋
？

合
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
抑
ガ
ス
を
強
制
換

気
す
る
拌
気
塔
が
同
町
近
く
に
建
設
さ

れ
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
藤
巻
町

地
区
は
丘
贈
地
帯
の
南
側
谷
間
に
住
宅

が
広
が
っ
て
お
り
、
地
形
的
に
大
気
の

逆
転
層
が
出
来
や
す
い
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
が
あ
る
と
層
の
上
下
で
空
気
の
入

れ
替
わ
り
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
た

め
、
排
ガ
ス
が
町
内
を
駐
う
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
。

同
会
で
は
逆
転
局
の
有
無
を
確
か
め

る
た
め
、
昨
年
十

一
月
か
ら
ほ
ぼ
日
祝

日
ご
と
に
ヘ
リ
ウ
ム
を
詰
め
た
風
船
十

１
二
十
個
を
飛
ば
し
、
そ
の
飛
行
状
態

を
確
“
す
る
作
業
を
続
け
て
き
た
。
こ

の
風
船
け警
■
を
つ
け
て
大
気
レス
ラ

ン
ス
を
取
る
よ
う
に
し
て
ぁ
り
、
逆
転

層
が
あ
る
と
上
昇
し
な
い
て
淋
留
す
る

仕
か
け
が
し
て
あ
る
。
国
町
を
見
お
ろ

す
高
台
な
ど
四
カ
所
か
ら
飛
ば
し
て
、

滞
留
の
割
合
な
ど
を
調
べ
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
九
月
末
ま
で

〓
手

八
回
の
調
査
で
叫

へ
千
四
十
個
の

風
船
を
飛
ば
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
半
数

に
当
た
る
十
九
回
に
滞
留
現
像
が
見
ら

れ
、
蒲
留
し
た
風

船
は
計

百
三
個
に

上

っ
た
。
と
く
に
さ
る
二
月
二
十
日
は

三
十
偶
飛
ば
し
た
う
ち
二
十
個
が
滞
留

し
た
と
い
う
。

ま
た
、
滞
留
し
な
い
ま
で
も
い
っ
た

ん
上
昇
し
た
風
船
が
急
降
下
し
、
同
町

の
上
空
五
―
八
月
上
空
を
低
空
飛
行
し

て
平
地
の
方
へ
飛
ん
で
い
く
ヶ
ｌ
ス
も

し
ば
し
ば
。
調
査
を
し
た
同
会
の
研
究

部
長
、
森
上
高
行
さ
ん
つ

し
は

「
気
流

が
谷
に
向
か
っ
て
吹
き
込
ん
だ
り
、
よ

ソ
”
″
て
い
た
り
、
実
に
篠
雑
な
動
き
を

し
て
い
る
こ

と
が
わ

か
っ
た
」
と

い

い
、
普
通
、
逆
転
層
が
起
き
に
く
い
と

い
わ
れ
る
風
の
強
い
日
で
も
嵐
船
の
滞

留
が
一暴
ら
れ
た
こ
と

を
〓
視

し
て
い

る
。

濯
巻
町
地
区
を
迎
る
高
速
１
号
赦
計

画
は
名
大
付
近
か
ら
ト
ン
ネ
ル
構
造
で

環
状
２
号
線
へ
紺
ぶ
こ
と
に
な
り
、
い

っ
た
ん

計
画
の
縦
覧

ま
で
行

わ
れ
た

が
、
昨

年
六
月
に
引
保
と

な

っ
た
ま

ま
ｏ
こ
の
留
保
は

，
建
設
中
止
″
で
は

な
い
と
し

て
完
全
撤

廃
を
要
嗽

す
る

「
反
対
す
る
会
」
で
は
そ
の
後
も
住
民

運
動
を
続
け
一夫
た

。

と
く
に

地
下
式

道
路
に

な
っ
た
場

同
会
で
は
排
気
薔
か
ら
の
排
ガ
ス
は

当
然
こ
れ
ら
の
気
流
に
乗

っ
て
拡
散
す

る
と
考
４ヽ
ら
れ
る
こ
と
か
ら

「
高
速
道

建
設
は
藤
巻
町
住
民
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
」
と
し
て
継
続
調
査
を
進
め
る

と
と
も
に
、
こ
の
結
果
を
反
対
運
動
の

有
力
な
根
拠
と
す
る
考
え
。

一
方
、
名
古
屋
高
速
瀬
路
公
社
で
も

当
初
の
排
気
塔
建
設
予
定
地
と
天
白
区

檀
田
山
町
の
四
カ
所
に
十
六
燎
の
鉄
塔

を
建
て
、
こ
と
し
四
月
か
ら

一
年
間
の

風
向
、
風
遠
、
温
度
に
つ
い
て
連
続
自

記
２
録
に

よ
る
気
象

震
査
を

し
て
い

る
。
ま
た
、
近
く
無
書
の
ガ
ス
を
使

っ

て
排
気
答
地
点
か
ら
の
ガ
ス
拡
散
実
験

も
行
う
予
定
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
分
析

は
来
年
度
に
ま
と
め
ら
れ
る
が
、

一
足

早
く
出
た
住
民
側
の
調
査
と
の
比
較
対

と
類

延

魏

暉

輪

一
素
調

な
締
舗

群

蹴
製

の
出
来
や
す
い
夜
明
け
時
に
集
中
し
て
　
側
の
東
山
動
横
物
園
地
域

へ
の
影
響
な

行
わ
れ
る
な
ど

一
定
の

″
制
約
″
は
あ

ど
も
譲
べ
た
ぃ
」
と
熱
意
を
燃
や
し
て

る
が
、
森
上
さ
ん
ら
は

「仕
事
や
家
庭

一
ぃ
る
。

昭和 52年 10月 23日 付
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昭
和
饗
年
度
の
主
な
活
動
記
録

潔
・
１
月
　
風
船
揚
げ
連
続
実
施
。
環
２
現
地
調
査
。
学
区
民
懇

談
会
で
高
速
道
路
の
公
害
を
説
明
、
市
バ
ス
誘
致
を

要
望
。

２
月
　
阪
神
高
速
現
地
調
査
。
風
船
揚
げ
の
成
果
を
中
間
発

表
。

３
月
　
興
船
の
大
量
降
下
を
確
認
．

４
月
　
加
藤
西
山
学
区
区
政
協
力
委
員
長
と
会
談
、
協
力

・

助
言
を
得
る
。

５
月
　
藤
巻
町
全
景
の
空
中
撮
影
。
連
帯
組
織
と
と
も
に
本

山
市
長
と
会
談
。

６
月
　
再
ぴ
本
山
市
長
と
会
独
自
で
会
談
。
篠
塚
県
副
知
事

と
も
会
談
。

石
原
環
境
庁
長
官
ら
関
係
機
関

へ
要
望
書
提
出
。

８
月
　
加
藤
名
東
区
長
と
会
談
。

１０
月
　
第
五
回
総
会
。
会
長
、
委
員
長
留
任
の
ま
ま
新
部
長

六
氏
を
承
認
。
交
渉
部
を
渉
外
部
と
改
称
。

１１
月
　
筒
井
県
議
と
懇
談
。
ァ
ソ
ヶ
ｌ
卜
実
施
で
運
動
推
進

を
確
認
。

・２
月
　
東
山
ル
ー
ト
沿
線
団
体
と
懇
談
。
市
計
画
局
と
話
し

合
い
、
渡
辺
市
議
と
を
談
、
協
力
繹
確
言
を
得
≡

ヽ

昭

和

５３
年

度

の
活

動

新
年
早
々
の
二
十
二
日
、
第
六
回
総
会
を
開
き
、
筒
井
県
議
、
本

谷
市
議
の
出
席
を
得
て
、
広
域
広
報
の
た
め
の
号
外
発
行
、
陳
情
と

公
職
者
と
の
接
触
、
勉
強
会
、
調
査

・
研
究
な
ど
の
続
行
と
強
化
を

決
め
た
。
そ
し
て
二
月
に
入
り
、
会
員
の
全
員
行
動
で
西
山
学
区
全

体
と
植
鐘
山
、
東
山
元
町
な
ど
へ

「
号
外
」
を
配
布
し
た
。

本
山
市
長

へ
の
陳
情
、
本
谷
市
議
と
の
懇
談
を
進
め
る
う
ち
、
二

月
下
旬
、
突
然
、
高
速
道
路
公
社
か
ら

「
１
号
線
東
部
ル
ー
ト
に
関

連
す
る
ガ
ス
拡
散
実
験

（気
流
調
査
）
を
二
月
二
十
七
日
か
ら
二
月

一
日
ま
で
行
い
た
い
」
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
会
で
は
渡
辺
市

議
の
協
力
も
求
め
、
延
期
を
要
請
し
っ
っ
公
社
申
し
入
れ
の
是
非
、

必
要
性
、
問
題
点
、
疑
間
な
ど
を
た
だ
し
た
。
公
社
は

「
三
月
十
三

日
に
会
へ
の
説
明
会
を
し
、
十
四
７
十
六
日
の
三
日
間
実
験
を
し
た

い
」
旨
、
再
度
申
し
入
れ
て
き
た
。
結
局
、
了
承
。
実
施
さ
れ
た
。

「
号
外
」
へ
の
反
響
も
届
き
始
め
、
会
で
は
意
を
強
く
し
た
が
、

半
面
、
無
関
心
組
の
い
る
こ
と
も
ゎ
か
っ
て
複
雑
な
心
境
を
も
ら
す

会
員
も
ぁ
っ
た
。
二
月
号
か
ら
藤
巻
だ
よ
り
は
会
報
と
改
称
。
不
在

地
主
を
賛
助
会
員
と
す
る
勧
誘
も
開
始
。
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建
設
中
止
ヘ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

名
古
屋
都
市
高
速
道
路
は
丼
ガ
ス
を
住
宅
地
に
滞
奮
さ
せ
、
大
き
な
性
害
を
織
案
に
出
す
―
―
．
名
東
区
藤
巻
町
の
住
民
が
つ
く
る

「
警
か
な
轟
境
を
守
り

高
速
道
賂
に
反
対
す
る
会
」
は
、
高
速
道
略
の

″
恐
ろ
し
さ
‘
を
訴
え
る
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
四
千
枚
を
二
日
か
ら
藤
巻
町
週
辺
の
額
産
に
配
り
、
高
速
道
路
建
設

中
止
へ
向
け
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
飛
り
出
す
。
高
速
逆
路
の
公
書
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
の
が
目
的
だ
。
こ
の
パ
ン
フ
配
布
計
画
は
、
昨
年
末
開
か
れ
た
会

の
部
長
会
で
決
ま
っ
た
。
バ
ン
フ
は
本
山
市
長
や
市
樅
会
へ
も
送
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
こ
れ
を
機
に
運
■
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
盛
り
上
が
り
を
、
と
会
で
は

い
つ
て
い
る
．

が
ト
ン
ネ
ル
区
間
と
し
て
計
画
さ
れ

い
る
が
、
ト
ン
ネ
ル

層
が
で
き
た
場
合
、
ヌ
出
さ
れ
た
排
”

ス
が
上
空
に
滞
置
す
る
の
で
は
、
と
い

う
不
安
が
住
民
に
高
ま
っ
た
．

ルと
で
、
会
で
は
一
昨
年
十
月
か
ら

昨
年
十
月
に
か
け
、
属
船
を
使
っ
た
自

主
調
査
を
霧
じ
≒

そ
２
案
，
三

十
八
回
に
わ
た
る
調
査
で
曇
船
の
蒲
燿

が

望
め
ら
れ
た
の
は
十
九
面
に
の
ほ

り
、
佳
長
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。

今
度
の
バ
ン
フ
配
布
は
、
こ
の
■
主

調
査
な
ど
が
も
と
に
な
っ
・たと
い
０

具
体
的
に
決
ま
っ
た
の
は
金
の
質
査
都

長
、
研
究
部
長
う
が
集
ま
っ
て
昨
年
末

霊

れ
彗

義

バ
ン
フ
は
１
号
線
完
蔵
後
を
描
い
た
．

ガ
ラ
ー
の
想
像
層
な
ど
三
程
↓
あ
な
た

は
こ
存
じ
で
す
か
？
　
き
れ
い
な
空
気

に
餞
ま
れ
た
東
山
＾
日
に
恐
ろ
し
い
公

雪
撃

墨

査

〓

「姿

に
移

ぐ
だ
聖
義
の．こ
う
音
一
「
み
な
さ
ん
、

考
え
見
っ
め
て
い
市
め
載
面
を
変
更
さ

せ
ま
し
ょ
う
」
―
―
パ

・ン
フ
に
は
こ
ん

な
文
字
が
並
昼

〓
平
覆

口
ほ
ど
か

け
．
五
千
都
作
っ
た

こ
の
う
ち
四
千
都
を
藤
港
町
を
取
り

巻
く
露
山
学
区
全
減
に
、
千
部
を
市

長
、
市
難
ら
に
醒
る
。

名
東
地
域
公
害
審
会
長
の
富
田

名
大
名
誉
教
授

（代
万
町
）
と
の

懇
談
、
日
弁
連
の

「
道
路
公
害

シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

へ
の
出
席
も
行

っ

た
。第

七
回
総
会
は
五
月
十
三
日
。

筒
井
県
議
、
本
谷
市
議
、
河
上
市

議
も
出
席
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の

河
上
市
議

は
翌
月
開

い
た
懇
談

で

「
三
条
件
八
項
目
を
守
る
。
高

速
道
路
に
は
党
は
賛
成
。
環
境
悪

化
の
対
策
で
は
当
局
か
ら
納
得
で

き
る
回
答
の
あ
る
よ
う
協
力
す
る
」

と
言
明
し
た
。
会
で
は
五
月
下
旬
、

計
画
局
に
対
し
、
高
速
道
路
公
社

が
行

っ
た
ガ
ス
拡
散
調
査
の
不
当

性
、
不
十
分
さ
な
ど
を
追
及
、
さ

ら
に
市
公
害
対
策
局
長
と
も
話
し

合

っ
た
。

つ
い
で
六
月
、
社
会
党
市
議
団

昭和 53年 2月 5日 付
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ヨ
選
研
川

ン…
‐ス
で
訴
え

藤
拳
町

（約
百
五
十
声
）
は
東
山
動

獲
物
日
の
す
ぐ
そ
ほ
で
、
名
古
離
都
市

品
辺
遭
賂
１
号
線
が
薇
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
１
号
線
の
う
ち
、

物
目
の
南
側
〓一τ

二
ｒ

（
■
種
区
銃
池



難
露
‘
妻
贅
妻
■
妻
姜
、
奪
‘
ニ
ー
を
か
け
た
，
相
前
後
し
て
本
山

再
長
か
ら
，
質
費
状
へ
の
国
答

（役
人
の
作
文
、
あ
い
ま
い
な
内
容
）

が
届
い
た
．．
同
月
、
近
隣
地
区
へ
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

が
ま
と
ま
っ
た
が
、
回
答
数
が
少
な
い
の
に
頭
を
痛
め
、　
一
方
で
７９

％
の
公
害
が
心
配
、
７７
％
の
高
速
道
路
は
好
ま
し
く
な
い
、
協
力
し

運
動
に
参
加
す
る

―

の
声
に
力
づ
け
ら
れ
も
し
た
。

初
秋
に
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
し
て
運
動
の
進
め
方
、
組
織
の
在
り
方

を
聞
う
た
。
二
四
九
通
の
う
ち
、
よ
り
強
く
や
れ
が
五
五
、
従
来
ど

お
り
が

一
三
八
、
陳
情
続
行

一
六
六
、
調
査
と
資
料
整
備
が

一
二
六

な
ど
の
特
徴
を
見
た
。
会
で
は
さ
ら
に
再
ア
ン
ケ
ー
ト
を
試
み
、
会

員
の
会

へ
の
参
加
意
識
を
問
う
た
。
市
開
発
公
社
用
地
課
が
藤
巻
町

三
丁
目
の
新
池
付
近

（
ト
ン
ネ
ル
出
入
り
口
と
も
考
え
ら
れ
る
場
所
）

で
四
カ
所
の
土
地
を
買
い
付
け
た
、　
一
丁
目
で
も
あ
る
ら
し
い
、
と

の
情
報
が
得
ら
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
。
市
の

″
や
る
気
　
が
察
し
ら

″

れ
た
。

第
八
回
総
会
は
十

一
月
十
八
日
。
渡
辺
市
議
が

「
地
元
の
た
め
頑

張
る
か
ら
皆
さ
ん
も
」
と
激
励
、
筒
井
県
議
は

「
風
船
デ
ー
タ
は
貴

重
、
み
ん
な
で
調
査
に
参
加
を
」
本
谷
市
議
は

「
当
局
に
ど
ん
ど
ん

疑
間
点
を
ぶ
つ
け
ま
し
よ
う
」
と
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。
新

役
員
は
早
川
会
長
、
南
川
和
子
新
委
員
長
、
そ
し
て
合
同
会
議
が
新

設
さ
れ
て
兵
車
善
治
議
長
、
櫂
軍
宇
之
致
議
長
と
を
■
，
・
一
、
そ

れ
に
各
部
長

・
副
部
長
が
就
任
し
た
，
新
幹
部
は
計
画
局
を
〓講
れ
、

気
流
調
査
の
結
果
発
表
の
遅
れ
な
ど
を
追
及
、
こ
れ
に
対
し
公
社
と

計
画
局
は
十
二
月
二
十
三
日
、
や

っ
と
説
明
会
を
開
い
た
。
会
側
か

ら

「
三
日
間
だ
け
の
調
査
で
は
不
十
分
、
風
の
強
い
日
の
デ
ー
タ
は

ダ
メ
、
全
資
料
を
提
供
し
な
い
の
は
不
誠
意
」
な
ど
と
抗
議
、
要
望

し
た
。昭

和
５３
年
度
の
主
な
活
動
記
録

５３

・
・
月
　
第
六
回
総
会
。
広
域
広
報
の

「
号
外
」
発
行
な
ど
決

め
る
。

２
月
　
全
員
行
動
で
西
山
学
区
、
植
田
山
、
東
山
元
町
な
ど

へ

「
号
外
」
配
布
。

本
山
市
長

へ
陳
情
。
質
問
状
も
提
出
。

ガ
ス
拡
散
実
験

（気
流
調
査
）
の
申
し
入
れ
が
高
速

道
路
公
社
か
ら
あ
り

一
応
断
わ
る
。

「
二
月
中
旬
、

説
明
会
の
後
、
三
日
間
実
験
」
の
再
申
し
入
れ
に
条

件
付
き
受
諾
。

本
谷
市
議
と
懇
談
。

３
月
　
十
三
日
説
明
会
、
十
四
―
十
六
日
、
公
社
が
気
流
調
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査
実
験
を
実
施
。

５
月
　
第
七
回
総
会
。
公
社
実
験
で
計
画
局
を
追
及
、
市
公

害
対
策
局
長
と
も
初
会
談
。

６
月
　
河
上
市
議
と
懇
談
。
社
会
党
市
議
団
幹
部
と
も
会
談
。

近
隣
地
区
民

へ
の
高
速
道
路
問
題
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
。

本
山
市
長
か
ら
質
問
状

へ
の
回
答
届
く
。

８
月
　
青
山
名
市
大
教
授
を
招
き
女
性
向
け
勉
強
会
。

９
月
　
会
員

へ
の
運
動

・
組
織
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
。

さ
ら
に
参
加
意
識
調
査
で
再
ア
ン
ケ
ー
ヽ
。

ｎ
月
　
第
八
回
総
会
。
早
川
会
長
留
任
、
南
川
新
委
員
長
と

合
同
会
議

・
ス
タ

ツ
フ
制
、
各
部
体
制
発
足
。

・２
月
　
公
社
、
計
画
局
に
よ
る
気
流
調
査
実
験
の
説
明
会
開

昭
和
５４
年
度
の
活
動

公
社
、
計
画
局
の
気
流
調
査
実
験
の
波
紋
は
大
き
く
、
会
か
ら
全

資
料
の
提
出
申
し
入
れ
や
、
特
別
研
究
部
会

（研
究
部
と
は
別
に
）

の
設
置
、
合
同
会
議
の

「
東
山
地
区
三
換
気
所

（
ト
ン
ネ
ル
案
に
は

三
カ
所
の
林
気
塔
設
置
が
伴
う
）
環
境
影
響
調
査
」
の
勉
強
会
な
ど

が
相
つ
い
だ
。
研
究
部
に
よ
る
風
船
調
査
の
過
去
三
年
間
の
ま
と
め

も
行
わ
れ

″
５６
％
が
滞
留
、
強
風
下
で
も
滞
留
あ
り
、
月
間
二
？
三

回
危
険
な
日
が
発
生
　
な
ど
の
恐
る
べ
き
デ
ー
タ
が
出
た
。
市
と
会

と
に
よ
る
気
流
調
査
勉
強
会
で
は
、
市
側
の
役
所
的
あ
い
ま
い
答
弁

が
続
出
、
会
員
を
怒
ら
せ
も
し
た
。

初
夏
に
入
っ
て
渡
辺
市
議
と
の
懇
談
会
で
は

「
積
極
的
に
運
動
し

決
し
て
弱
め
て
は
な
ら
な
い
。
私
も
協
力
す
る
。
学
区
民
に
も
働
き

か
け
を
」
と
励
ま
さ
れ
、　
つ
い
で
法
律
勉
強
会
も
開
い
た
。
本
谷
市

議
、
増
田
市
議
と
も
続

い
て
懇
談
し
た
が
増
田
氏
は

「
党
は
別
と

し
て
個
人
的
に
は
ル
ー
ト
反
対
」
と
言
明
し
た
。
反
対
看
板
の
修
理

と
新
し
い
看
板
十
枚
の
町
内
各
所

へ
の
設
置
も
行
わ
れ
た
。
休
む
間

も
な
く
、
名
大
の
島
津
先
生
を
目
む
勉
強
会
、
さ
ら
に
は
市
議
会
建

設
環
境
委
員
会
所
属
の
共
産
、
自
民
、
民
社
各
党
議
員

へ
の
陳
情
、

筒
井
県
議
、
河
上
前
市
議
と
の
家
談
な
ど
が
夏
の
さ
中
に
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
調
査
完
了
に
伴

っ
て
，
不
在
地
主
の
皆
さ
ん
へ
の
案
内
状
三

百
通
が
発
送
さ
れ
、
協
力
と
理
解
を
求
め
た
。

八
月
末

「名
古
屋
市
基
本
計
画
素
案
を
考
え
る
名
東
区
民
の
集
い
」

が
市
主
催
で
開
か
れ
た
が
、
席
上
、
市
の
緑
化
推
進
政
策
、
景
観
保

全
の
考
え
と
自
動
車
交
通
促
進
の
道
路
計
画
と
の
矛
盾
を
会
か
ら
鋭

く

つ
い
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
名
東
区
選
出
の
各
議
員
が

連
名
で
１
号
線
東
部
ル
ー
ト

（藤
巻
通
過
計
画
）
の
見
直
し
を
求
め
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